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2
0
2
4
年
に
、
営
業
実

態
の
な
い
株
式
会
社
で
あ
る

﹁

沖

縄

ワ

シ

ン

ト

ン

D
.
C
.
オ
フ
ィ
ス
イ
ン

ク
﹂
を
設
立
し
て
事
業
者
登

録
を
行
い
、
駐
在
職
員
の
就

労
ビ
ザ
取
得
の
際
に
事
実
と

異
な
る
書
類
を
米
政
府
に
提

出
し
て
い
た
こ
と
や
、
地
方

自
治
法
に
反
し
て
議
会
へ
の

報
告
を
怠
り
、
公
文
書
へ
の

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら

か
と
な
り
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
受
け
、

沖
縄
県
議
会
で
は
同
社
の
設

立
や
運
営
に
関
す
る
違
法
状

態
の
早
期
是
正
を
求
め
る
警

告
決
議
が
可
決
さ
れ
、
現

在
、
1
0
0
条
委
員
会
や
、

調
査
検
証
委
員
会
に
お
い
て

詳
細
な
調
査
と
審
議
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
紙
の
４
面
に
記
載
し
て
お

り
ま
す
。

　令和７年度（2025）予算が去った３月２８日に沖縄県議会本会議にお

いて可決されました。今回の予算は過去最高となる 8,894 億円と
なりました。
　今年の沖縄振興予算は、前年度比 36億円減の 2,642 億円となり、４
年連続で3,000億円を下回りました。使途の自由度が高い一括交付金は、
前年度比 41.1 億円減の 721.4 億円となり、制度創設以降最低額となり
ました。内訳は、ソフト交付金が 52.9 億円減の 341.6 億円で、ハード
交付金が 11.8 億円増の 379.8 億円でした。
　また、離島振興関連の新規事業として、離島住民の割高な移動費を軽
減するために①「沖縄離島住民交通コスト負担軽減事業」で 20.5 億円が
計上されました。併せて、地理的不利性から生じる流通コストの負担を
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軽減するために②「沖縄農林水産物条件不利性解消事業」で、20.5 億円が新たに盛り込まれています。さ
らに、無電柱化の加速化に向けた支援として③「沖縄離島無電柱化緊急対策事業」で、2.7 億円が計上さ
れました。
　そして、市町村等の事業を直接支援する「沖縄振興特定事業推進費」は、10億円増の 95億円で過去
最高となりました。一括交付金の減額とは対照的に、直接市町村長が政府と交渉する事業費の増に明暗
が分かれた結果となっています。普天間基地の代替施設である辺野古基地建設を認めず、政府に対して
何ら交渉カードを持ち合わせずに予算折衝に臨む玉城知事に対する政府との信頼関係の希薄さの表れだ
と言わざるを得ないものです。
　2025 年度予算は全体的に、前年度と比較した場合の変更は、沖縄の自立発展や離島地域の条件不利性
解消を目指す取り組みを強化するものとなっています。県民生活を前に進めるために各市町村における
予算執行を、大いに期待するものであります。

１．沖縄ワシントンD.C. オフィスインク（ワシントン事務所）の設立の目的
　同事務所は、2015 年４月に沖縄における基地負担の軽減や、普天間代替施設建設計画の中止を
目的として米国政府や議員への直接的な働きかけを行うロビー活動と沖縄県知事の訪米時のアテン
ドを目的に設立された事務所であります。
　
２．地方自治法違反
　地方公共団体が株式会社に出資する場合、地方自治法第 96条第１項第６号では、「地方公共団体
が法人その他の団体を設立し、またこれに出資する場合は、議会の議決が必要」と定めています。
つまり、沖縄県が株式会社を設立する場合、事前に議会の承認を得る必要があった。ということです。
　また、地方自治法第２条第１項第 14項では、「普通地方公共団体は、その事務を処理するに当た
り、最小の経費で最大の効果をあげるようにしなければならない。この場合において住民の福祉を
増進する目的をもって、必要な限度において「企業」を経営し、またはその経営に参加することが
できる」とあり、地方公共団体が経営できる企業は限られており、下水道事業による公営企業や第
三セクターなどの企業である。
　ワシントン事務所はロビー活動を目的としている事務所であり、通常ロビー活動は地方自治体の
直接的な行政サービスではないため、地方自治体が出資する企業として適法かどうか疑問視されて
いる。

３．ワシントンＤ.Ｃ. オフィスインクここが問題点（ポイント）
　①出資に関して議会の事前承認を得ていない（地方自治法第 96条第１項第６号の規定に違反している。）
　②事業目的の不透明性（「ロビー活動」を目的とした会社設立による違法）
　③現地、沖縄県職員の兼業違反
　　（地方公務員法第 38条、職員が兼業をする場合においては兼業許可を取らなければならない。）

　④財産管理の不適切性
　⑤議会への財務報告違反

まとめ
　今回の２月定例議会は、新年度予算議会であります。そこで、問題となっているのは、一括計上
されている新年度一般会計予算 8,894 億円の中に、わずか約 4,000 万円（１％未満）のワシントン
駐在所予算が含まれていることです。
　この問題の解決策は、県民生活への影響を避けるため、執行部側が一般会計予算のうち１％にも満た
ないワシントン事務所予算を除いた修正案を提示することでした。ワシントン事務所予算は、100条委
員会や調査検証委員会の審議を経た後、今議会以降に補正で計上することが妥当であると考えます。
　このワシントン事務所問題は、疑惑のデパートと言えます。翁長前知事から現在の玉城知事まで
の９年間の間、様々な不当な手続きが隠蔽されてきました。これはまさに、県民への背信行為の何
物でもありません。不適切な手続きにより県民を欺き続けた責任は重大であります。県民が納得す
る適切な手続きを踏むためには、まずは遡って県のワシントン事務所に係る出資を議会の議決に付
すべきであります。この重大な問題の解決策は、議会の議決があってからこそ、初めてワシントン
事務所問題のスタートラインに着くことになると言える。
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Q
下
地
康
教

　
伊
良
部
地
区
佐
和
田
漁
港

周
辺
環
境
保
全
に
つ
い
て
伺

う
。

A
農
林
水
産
部
長

　
海
面
水
温
上
昇
に
よ
る
生

態
系
の
変
化
を
抑
制
す
る
方

法
と
し
て
、
海
水
を
循
環
さ

せ
る
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

等
の
通
水
施
設
を
設
置
す
る

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
漁
港

周
辺
の
海
面
水
温
の
上
昇
に

よ
る
状
況
や
生
態
系
へ
の
影

響
を
調
査
し
地
元
関
係
者
と

も
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

対
策
方
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
県
立
宮
古
公
園
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

A
土
木
建
築
部
長

　
総
事
業
は
１
６
８
億
円
、

事
業
期
間
は
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
20
年
度
ま
で
の
19
年

間
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
２

年
度
に
3
千
万
円
、
令
和
３

年
度
で
７
億
3
千
万
円
、
令

和
４
年
度
に
５
億
1
千
万
円
、

令
和
５
年
度
に
9
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
１

３
億
5
千
万
円
が
投
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
県
営
住
宅
入
居
条
件
の
緩

和
に
つ
い
て
伺
う
。

A
土
木
建
築
部
長

　
県
で
は
、
18
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
る
子
育
て
世
帯
の

う
ち
、
母
子
・
父
子
世
帯
や

多
子
世
帯
な
ど
は
、
一
般
的

世
帯
に
比
べ
入
居
確
率
が
高

く
な
る
よ
う
優
先
入
居
の
対

象
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
に
期
間
を
定

め
て
入
居
さ
せ
る
な
ど
期
限

付
き
入
居
を
図
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
の
で
、
入
居
機

会
の
拡
大
を
図
る
観
点
か
ら

入
居
期
間
の
設
定
つ
い
て
研

究
し
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
宮
古
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
管

理
と
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

A
教
育
長

　
今
年
度
、
宮
古
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
全
面
改
修
を
予
定

し
て
い
た
が
、
多
く
の
学
校

か
ら
空
調
設
備
の
改
修
要
望

が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
や

む
を
得
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

工
事
を
延
期
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
令
和
８
年
度
整
備
に
向

け
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

沖
縄
県
に
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る
米
国
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﹁
沖
縄
ワ
シ
ン
ト
ン
事
務
所
疑
惑
﹂

沖
縄
県
に
よ
る
米
国
の

﹁
沖
縄
ワ
シ
ン
ト
ン
事
務
所
疑
惑
﹂

２０２３年１月
沖縄県ワシントン事務所
（土木委員会視察）

伊
良
部
地
区 
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周
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の

　
　
　
　
　

環
境
保
全
に
つ
い
て

伊
良
部
地
区 

佐
和
田
漁
港
周
辺
の

　
　
　
　
　

環
境
保
全
に
つ
い
て

　
2
月
1
日
、
伊
良
地
区 

佐

和
田
漁
港
近
く
で
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
蟹
の
養
殖
を
し
な
が

ら
、
伊
良
部
入
江
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
体
験
ツ
ア
ー
を
営
ん

で
い
る
﹁
蟹
蔵
﹂
さ
ん
の
事

務
所
を
訪
ね
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　
蟹
蔵
さ
ん
は
、
入
江
の
海

と
陸
と
の
境
界
に
森
を
増
や

し
、
私
た
ち
人
間
が
経
済
活

動
に
よ
っ
て
排
出
す
る
様
々

な
化
学
物
質
を
海
に
流
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
海

の
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
と

熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
漁
港
で
は
夏
場
、

海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
生

態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

海
生
生
物
が
い
な
く
な
り
、

漁
港
内
が
海
の
砂
漠
と
化
し

て
し
ま
う
と
言
う
こ
と
で
し

た
。
　
漁
港
内
の
海
水
を
循
環
さ

せ
る
対
策
を
考
え
、
海
水
温

の
上
昇
を
防
ぐ
な
ど
し
て
、

宮
古
島
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち

の
将
来
た
め
に
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２０２５年度沖縄県予算（過去最高額）が決定！２０２５年度沖縄県予算（過去最高額）が決定！
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令
和
7
年
︵
2
0
2
5
︶

　
第
1
回
︵
2
月
定
例
︶
議
会

Q
下
地
康
教

　
宮
古
地
区
に
お
け
る
住
宅

建
築
価
格
の
上
昇
は
、
市
民

生
活
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
そ
の
対
策
を
伺
う
。

A
土
木
建
築
部
長

　
県
と
し
て
は
、
公
営
住
宅

整
備
の
ほ
か
、
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
整
備
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
事
業
主
体
と

な
る
地
方
公
共
団
体
な
ど
に

は
、
国
が
1/2
補
助
す
る
制
度

が
あ
る
。

Q
下
地
康
教

　
宿
泊
税
の
離
島
住
民
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

A
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
宮
古
島
市
、
石
垣
市
、
竹

富
町
議
会
か
ら
離
島
住
民
を

課
税
免
除
と
す
る
意
見
書
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
離
島
市

町
村
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
離
島
に
お
け
る
子
ど
も
医

療
、
重
病
、
特
別
医
療
に
つ

い
て
伺
う
。

A
保
健
医
療
介
護
部
長

　
離
島
の
難
病
患
者
が
島
外

の
医
療
機
関
へ
通
院
す
る
場

合
の
交
通
費
及
び
宿
泊
費
へ

の
助
成
を
行
う
市
町
村
に
対

し
て
補
助
を
し
て
お
り
、
小

児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
や
重

度
障
が
い
児
、
そ
の
付
き
添

い
も
対
象
と
し
て
い
る
。
引

き
続
き
離
島
に
お
け
る
患
者

等
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん

で
行
く
。

Q
下
地
康
教

　
繁
殖
牛
飼
育
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
よ
る
、
畜
産
新
規
就
労
者

や
担
い
手
な
ど
へ
の
指
導
助

言
に
つ
い
て
伺
う
。

A
農
林
水
産
部
長

　
県
で
は
、﹁
肉
用
牛
飼
育
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂を
作
成

し
、
新
規
就
労
者
等
を
対
象

に
繁
殖
管
理
や
子
牛
育
成
な

ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
議
会
一
般
質
問

沖
縄
県
議
会
一
般
質
問

Q
下
地
康
教

　
糖
蜜
運
搬
船
故
障
に
よ
る
沖

縄
製
糖
宮
古
工
場
の
操
業
一
時

停
止
問
題
か
ら
、
糖
蜜
の
農
家

利
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に

つ
い
て
伺
う
。

A
農
林
水
産
部
長

　
県
内
分
蜜
製
糖
工
場
で
は
、

製
糖
工
程
か
ら
発
生
す
る
糖
蜜

の
生
産
量
は
、
令
和
５
〜
６
年

期
で
約
２
万
1
千
ト
ン
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
南
北
大
東
村
で

は
、
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
農

家
圃
場
へ
の
散
布
が
行
わ
れ
て

い
る
。
糖
蜜
利
用
に
よ
る
サ
ト

ウ
キ
ビ
生
産
向
上
に
向
け
て
製

糖
事
業
者
を
含
め
関
係
団
体
と

調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
多
良
間
村
に
お
け
る
水
道
事

業
広
域
化
に
つ
い
て
伺
う
。

A
保
健
医
療
介
護
部
長

　
多
良
間
村
を
含
む
水
道
広
域

化
は
、
県
内
各
水
道
事
業
体
等

で
構
成
さ
れ
る
﹁
沖
縄
県
水
道

事
業
広
域
連
携
検
討
会
﹂
に
お

い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
広
域
化
を

推
進
し
て
行
き
ま
す
。

︵
公
社
︶
日
本
青
年
会
議

所
・
沖
縄
地
区
協
議
会
︵
具

志
堅
貴
昭
会
長
︶
と
、
令
和

6
年
12
月
、
県
庁
を
訪
れ
、

以
前
よ
り
県
議
会
議
長
宛
に

請
願
書
を
提
出
し
て
い
た
沖

縄
県
北
部
地
域
に
空
港
誘
致

︵
伊
江
島
空
港
の
利
活
用
︶

及
び
北
部
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
︵
本
部
と
伊
江
島
間
を

繋
ぐ
架
橋
も
含
む
︶
に
つ
い

て
、
県
知
事
提
言
︵
池
田
竹

州
副
知
事
対
応
︶
に
同
行
し

ま
し
た
。

　
池
田
副
知
事
は
空
港
整
備

北
部
空
港
誘
致
に

向
け
た
県
知
事
提
言

北
部
空
港
誘
致
に

向
け
た
県
知
事
提
言

　
令
和
6
年
︵
2
0
2
4
︶

　
第
４
回
︵
11
月
定
例
︶
議
会

Q
下
地
康
教

　
11
月
９
日
に
発
生
し
た
北
部

地
域
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、
災

害
救
助
法
の
適
用
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の

か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　
11
月
8
日
19
時
50
分
に
国
頭

村
に
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、

9
日
未
明
か
ら
朝
に
か
け
て
内

閣
府
か
ら
県
生
活
安
全
安
心
課

に
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
職

員
が
自
宅
待
機
で
あ
っ
た
た
め

受
電
で
き
ず
、
災
害
救
助
法
第

4
号
の
適
用
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
県
の
支
援
金

に
関
す
る
持
ち
出
し
が
増
加
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

Q
下
地
康
教

　
畜
産
農
家
全
体
が
こ
れ
ま
で

に
な
い
深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ

と
を
知
事
は
認
識
し
て
い
る
の

か
。
目
の
前
で
命
を
す
り
減
ら

す
思
い
を
し
て
い
る
農
家
の
窮

状
に
対
し
て
、
県
は
何
ら
か
の

手
を
差
し
伸
べ
る
考
え
は
な
い

の
か
。

A
農
林
水
産
部
長

　
こ
れ
ま
で
、
畜
産
農
家
の
経

営
安
定
化
を
図
る
た
め
、
令
和

4
年
度
か
ら
資
料
価
格
高
騰
対

策
や
肉
用
子
牛
価
格
安
定
対
策

と
し
て
54
億
6
千
万
円
を
予
算

措
置
し
て
き
ま
し
た
。
繁
殖
成

績
向
上
に
向
け
た
生
産
技
術
支

援
や
制
度
資
金
融
資
に
必
要
な

経
営
改
善
計
画
の
作
成
支
援
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き

ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
知
事
は
、
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
、
管
轄
す
る
市
長
村
の

教
育
長
や
市
町
村
長
等
と
自
ら

出
向
い
て
対
話
を
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

A
教
育
長

　
こ
れ
ま
で
6
月
と
9
月
に
市

町
村
説
明
会
を
開
催
し
、
令
和

7
年
度
要
望
額
調
整
の
結
果
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

Q
下
地
康
教

　
辺
野
古
埋
立
て
工
事
に
関
す

る
死
亡
事
故
が
安
和
桟
橋
の
出

入
り
口
付
近
で
発
生
し
た
。
本

部
港
に
お
い
て
も
同
様
な
反
対

派
に
よ
る
牛
歩
抗
議
活
動
が
続

い
て
い
る
。
そ
し
て
、
管
理
者

と
し
て
の
県
に
よ
る
安
全
対
策

が
一
向
に
講
じ
ら
れ
て
い
な

い
。
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
土
木
建
築
部
長

　
安
和
桟
橋
及
び
本
部
港
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

で
あ
る
沖
縄
防
衛
局
に
お
い
て

検
討
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
防
衛
局
と
調
整
を
行
い
、

関
係
法
令
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
農
林
水
産
物
不
利
性
解
消
事

業
に
お
い
て
、
来
年
度
内
閣
府

概
算
要
求
に
お
い
て
、
従
来
の

ソ
フ
ト
交
付
金
の
枠
で
は
な

く
、
独
立
し
た
補
助
事
業
と
な

る
が
、
来
年
度
以
降
の
事
業
ス

キ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

A
農
林
水
産
部
長

　
こ
の
事
業
は
、
内
閣
府
直
轄

の
補
助
事
業
と
な
る
こ
と
で
、

継
続
的
な
予
算
確
保
が
期
待
で

き
ま
す
。
県
外
出
荷
促
進
事
業

や
北
部
・
離
島
地
域
振
興
事
業

の
2
つ
の
輸
送
費
補
助
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
建
築
資
材
や
人
件
費
単
価
の

高
騰
が
続
く
中
に
お
い
て
、
離

島
過
疎
地
域
に
お
け
る
新
規
住

宅
建
築
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
９
月
議
会
で
も
指
摘
し

た
が
、
県
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A
土
木
建
築
部
長

　
公
営
住
宅
整
備
の
ほ
か
、
子

育
て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
な
ど

を
対
象
と
し
て
地
方
公
共
団
体

な
ど
が
事
業
主
体
と
し
て
、
国

か
ら
1/2
補
助
が
使
え
る
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
整
備
事
業
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
市
町
村
と
協
議
を

し
な
が
ら
提
案
し
て
行
き
ま

す
。

Q
下
地
康
教

　
大
型
M
I
C
E
整
備
事
業

は
、
２
度
の
事
業
者
選
定
の
不

発
に
よ
り
事
業
進
捗
に
影
を
落

と
し
て
い
る
。
今
後
事
業
の
推

進
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

A
企
画
部
長

　
平
成
25
年
度
に
基
本
構
想
を

策
定
し
、
平
成
28
年
に
事
業
者

の
公
募
及
び
選
定
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
令
和
４
年
に

P
F
I
方
式
で
の
基
本
計
画
を

策
定
し
、
令
和
６
年
６
月
に
入

札
公
告
を
実
施
し
入
札
不
調
に

終
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

有
識
者
で
構
成
す
る
委
員
会
に

て
整
備
手
法
を
検
証
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
観
光
目
的
税
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
２
％
の
定
率
制
、
上
限

を
2
千
円
と
す
る
県
の
方
針
が

了
承
さ
れ
た
が
、
税
収
見
込
み

の
78
億
円
は
ど
の
よ
う
な
事
業

に
配
分
さ
れ
る
の
か
。

A
ス
ポ
ー
ツ
観
光
部
長

　
税
収
の
使
途
の
検
討
や
事
業

効
果
の
検
証
を
行
う
た
め
﹁
沖

縄
観
光
振
興
戦
略
検
討
会
議
﹂

代
表
質
問
議
事
概
要

を
設
置
し
、
予
算
配
分
を
図
る

と
し
て
い
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
北
部
テ
ー
マ
パ
ー
ク
﹁
ジ
ャ

ン
グ
リ
ア
﹂
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
に
係
る
環
境
整
備
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A
土
木
建
築
部
長

　
県
で
は
、
北
部
テ
ー
マ
パ
ー

ク
開
園
に
向
け
て
、
関
係
機
関

が
所
管
す
る
交
通
課
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
﹁
連
絡
会
議
﹂
を

設
置
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
国
は
名
護
東
道
路

の
本
部
方
面
へ
の
延
伸
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
保
育
士
処
遇
改
善
に
向
け
た

措
置
が
上
乗
せ
さ
れ
、
保
育
士

の
働
く
環
境
は
よ
り
良
い
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
が
、
保
育
所

等
に
お
け
る
確
実
な
賃
上
げ
を

確
認
し
て
い
る
か
。

A
子
ど
も
未
来
部
長

　
保
育
所
等
へ
の
給
付
費
に

は
、
処
遇
改
善
に
係
る
加
算
部

分
と
人
件
費
を
含
む
運
営
費
に

関
す
る
基
本
部
分
が
あ
り
ま

す
。
基
本
部
分
に
つ
い
て
把
握

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
国
は
次
年
度
よ
り

新
た
な
制
度
を
導
入
し
、
施
設

単
位
で
経
験
年
数
等
に
応
じ
た

保
育
士
の
モ
デ
ル
給
与
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
子
ど
も
の
貧
困
に
深
く
関
わ

る
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
特
に
自
立
支
援

と
い
う
観
点
か
ら
職
業
訓
練
や

資
格
取
得
か
ら
就
労
に
つ
な
が

っ
た
事
例
な
ど
、
取
り
組
み
状

況
を
伺
う
。

A
子
ど
も
未
来
部
長

　
県
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
の

自
立
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

日
商
簿
記
な
ど
の
資
格
取
得
支

援
を
行
い
、
ま
た
、
看
護
師
取

得
を
目
指
す
方
に
上
限
月
額
10

万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
沖
縄
県
は
、
文
科
省
の
基
準

に
よ
り
薬
学
部
設
置
が
可
能
と

さ
れ
て
い
る
県
と
な
っ
て
い

る
。
県
内
大
学
へ
の
薬
学
部
設

置
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A
保
健
医
療
介
護
部
長

　
県
は
、
令
和
４
年
９
月
に
県

内
国
立
大
学
薬
学
部
設
置
推
進

協
議
会
を
設
置
し
令
和
５
年
２

月
に
設
置
に
関
す
る
基
本
方
針

を
公
表
し
公
募
し
ま
し
た
。
し

か
し
応
募
が
な
く
琉
球
大
学
と

令
和
６
年
５
月
と
９
月
に
検
討

連
絡
会
を
開
催
し
て
協
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
離
島
か
ら
小
児
患
者
と
保
護

者
が
付
き
添
い
利
用
で
き
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
﹁
が
じ
ゅ
ま

る
の
家
﹂
に
つ
い
て
、
利
用
者

が
逼
迫
し
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
拡
充
強
化
を
図
る
た
め
の

措
置
を
考
え
て
い
な
い
の
か
伺

う
。

A
保
健
医
療
介
護
部
長

　
当
該
施
設
は
、
公
益
財
団
法

人
﹁
沖
縄
県
保
健
医
療
福
祉
事

業
団
﹂
が
N
P
O
法
人
﹁
子
ど

も
医
療
支
援
わ
ら
び
の
会
﹂
へ

委
託
し
、
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
部
屋
数
が
10
室
で
夏
休
み

な
ど
の
ピ
ー
ク
時
な
ど
は
満
室

と
な
る
一
方
、
施
設
の
年
間
稼

働
率
は
5
3
.
9
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
業
団
と
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
稼
働
率
の
平
準

化
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

Q
下
地
康
教

　
消
防
防
災
ヘ
リ
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
現
状
で
は
事
業
の
進

捗
が
見
ら
れ
な
い
。
今
後
県
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
図

っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
知
事
公
室
長

　
ヘ
リ
１
機
の
先
行
導
入
、
日

中
の
運
行
、
市
町
村
か
ら
の
隊

員
派
遣
等
な
ど
基
本
的
な
項
目

に
お
い
て
全
市
町
村
の
同
意
を

得
た
協
議
会
を
設
立
し
て
い
ま

す
。
導
入
に
関
す
る
議
案
は
石

垣
市
と
う
る
ま
市
以
外
は
承
認

を
得
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
丁

寧
な
説
明
を
行
い
、
ヘ
リ
導
入

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。

に
つ
い
て
﹁
航
空
会
社
の
就

航
計
画
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
﹂
と
し
、
架

橋
に
つ
い
て
は
﹁
他
の
県
内

離
島
と
比
べ
て
距
離
が
長
く
、

技
術
的
に
も
環
境
的
に
も
課

題
が
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。

ま
た
同
日
、
県
議
会
議
長
室

を
訪
ね
、
正
式
に
中
川
京
貴

県
議
会
議
長
へ
提
言
書
を
渡

し
た
。

　
本
提
言
に
は
、
我
が
会
派

土
木
委
員
長
の
仲
里
全
孝
県

議
︵
国
頭
選
出
︶
も
同
席
し

た
。

（
県
知
事
提
言
）

（
県
議
会
議
長
提
言
）


